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基
準
は
、
単
身
生
活
。 

 



「
単
身
生
活
」
を
基
準
と
す
る
理
由 

 

賃
金
並
び
に
個
人
に
掛
か
る
諸
税
は
共
に
、「
夫
（
＝

働
き
手
）
に
、
妻
（
無
職
）
と
二
人
の
子
」
を
「
標
準

世
帯
」
即
ち
基
準
と
す
る
発
想
を
捨
て
、
働
き
手
本
人

が
単
身
生
活
（
＝
世
帯
の
最
小
単
位
・
一
人
暮
ら
し
）

を
営
む
事
を
先
ず
、
前
提
即
ち
基
準
と
し
て
設
定
す
る
。 

 

其
は
先
ず
第
一
に
、
家
族
と
云
う
も
の
は
結
婚
し
子

を
作
っ
て
形
成
さ
れ
る
が
、
其
は
恒
久
的
な
も
の
で
は

無
く
、
子
が
結
婚
す
る
と
多
く
が
親
元
を
離
れ
る
が
故

に
家
族
は
夫
婦
の
み
と
成
り
、
其
の
一
方
が
先
に
死
ぬ

と
否
応
無
し
に
単
身
と
成
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

第
二
に
、
宗
教
上
又
は
職
業
上
の
理
由
、
或
い
は
性

格
や
〔
臓
器
の
〕
障
害
故
に
婚
姻
に
適
応
出
来
な
い
等

の
止
む
無
き
理
由
か
ら
、
結
婚
し
な
い
・
出
来
な
い
人

も
少
な
か
ら
ず
、
居
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

賃
金
に
つ
い
て 

 

◎
最
低
賃
金
＝
「
〔
其
の
地
に
於
い
て
〕
一
年
間
、
単

身
生
活
を
営
む
為
に
必
要
な
最
小
限
の
金
額
」÷

２

５
０
〔
日
〕÷

８
〔
時
間
〕 

↑
時
間
は
主
に
頭
脳
労
働
（
事
務
等
）
の
場
合
。 

肉
体
労
働
の
場
合
に
は
時
間
が
異
な
る
。 

 

税
制
に
つ
い
て 

 

◎
直
接
税
の
共
通
基
礎
控
除
額
（
事
業
者
並
び
に
給
与

所
得
者
共
）
＝
「
〔
其
の
地
に
於
い
て
〕
一
年
間
、

単
身
生
活
を
営
む
為
に
必
要
な
最
小
限
の
金
額
」 

▲
親
族
（
配
偶
者
［
妻
］
並
び
に
祖
父
・
祖
母
・
父
・

母
・
子
及
び
孫
で
、
尚
且
つ
各
当
事
者
が
金
銭
を
自

ら
の
意
思
で
得
て
い
な
い
場
合
に
限
る
）
の
扶
養
に

掛
か
る
金
額
に
つ
い
て
は
、
別
途
控
除
。 

 

◇
所
得
税
は
前
記
「
共
通
基
礎
控
除
額
」
及
び
扶
養
控

除
額
を
除
い
た
年
額
が
24
万
円
以
上
に
成
る
者
を
対

象
に
課
税
す
る
。
（
最
低
税
率
＝
５
／
１
０
０
、
支
払

い
は
月
一
回
・
１
０
０
０
円
以
上
） 

 

◎
一
般
財
源
と
し
て
の
間
接
税
に
つ
い
て
は
、
日
常
生



活
に
於
け
る
「
購
買
頻
度
」
及
び
「
必
要
度
」
に
応
じ

て
〔
複
数
の
〕
税
率
が
設
定
さ
れ
る
も
の
と
し
、
全
て

の
働
く
人
々
が
日
常
生
活
を
営
む
為
に
必
要
不
可
欠

で
尚
且
つ
、
少
な
く
と
も
毎
月
一
回
は
必
ず
売
買
さ
れ

る
品
目
に
つ
い
て
は
特
に
、
可
能
な
限
り
に
於
い
て
低

い
税
率
を
設
定
す
る
。 

▲
現
行
消
費
税
を
「
一
般
…
間
接
税
」
と
し
て
位
置
付

け
、
改
定
す
る
場
合
―
― 

●
食
品
・
消
耗
日
用
雑
貨
（
石
鹸
・
洗
剤
・
糊
・
海
綿
・

安
全
剃
刀
替
刃
…
例
）
・
家
賃
（
管
理
費
及
び
修
繕

費
積
立
分
を
含
む
）
・
運
賃
（
観
光
目
的
を
除
く
）
・

各
種
公
共
料
金
（
電
力
・
瓦
斯
・
水
道
・
電
気
通
信

［
電
話
・
放
送
（
一
般
時
事
の
報
道
を
目
的
と
す
る

番
組
に
掛
か
る
場
合
に
限
る
）
及
び

間
イ
ン
タ
ー

網
ネ
ッ
ト

（
一

般
時
事
の
報
道
以
外
を
目
的
と
す
る
有
料
サ
イ
ト

に
掛
か
る
場
合
を
除
く
）
］
）
…
…
５
〔
～
７
〕
／

１
０
０
以
下
（
国
税
分
「
３
〔
～
５
〕
／
１
０
０
」

＋
地
方
税
分
「
２
／
１
０
０
以
内
…
各
県
〔
又
は
州
〕

が
財
務
事
情
に
応
じ
て
設
定
可
」
） 

●
貴
金
属
類
・
美
術
品
（
学
校
教
育
に
用
い
ら
れ
る
為

の
も
の
を
除
く
）
・
楽
器
（
同
前
）
・
電
気
機
器
・

建
設
機
器
・
輸
送
機
器
（
自
家
用
の
自
動
車
・
船
・

飛
行
機
）
・
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
…
…
20
／

１
０
０
〔
前
後
〕
（
国
税
分
「
15
／
１
０
０
」
＋

地
方
税
分
「
５
／
１
０
０
以
内
…
各
県
〔
又
は
州
〕

が
財
務
事
情
に
応
じ
て
設
定
可
」
） 

●
前
二
者
に
該
る
以
外
の
品
目
…
…
10
／
１
０
０

（
国
税
分
「
７
／
１
０
０
」
＋
地
方
税
分
「
３
／
１

０
０
以
内
…
各
県
〔
又
は
州
〕
が
財
務
事
情
に
応
じ

て
設
定
可
」
） 

 

◎
法
人
税
は
「
法
人
の
規
模
が
大
き
く
成
れ
ば
成
る
程
、

納
め
る
額
も
多
く
」
様
に
税
率
を
設
定
。 

▲
国
内
法
人
に
つ
い
て
、
「
国
産
率
」
に
応
じ
た
課
税

を
導
入
（
詳
し
く
は
「
３
」
の
21
頁
に
て
）
。 

▲
公
益
法
人
（
含
む
宗
教
。
収
益
事
業
の
有
無
に
関
係

無
く
収
支
差
額
分
（
損
失
の
場
合
を
除
く
。
以
下
同

じ
）
に
適
用
）
並
び
に
「
小
規
模
（
収
支
差
額
（
＝

税
引
き
前
当
期
利
益
）
１
億
円
以
下
）
の
会
社
及
び

協
同
組
合
」
に
対
し
て
は
最
低
税
率
を
課
す
。 



 
 
 
 

◎
相
続
税
に
つ
い
て
は
、
相
続
対
象
者
の
手
元
に
残
る

額
が
「
〔
其
の
地
に
於
い
て
〕
一
年
間
、
単
身
生
活
を

営
む
為
に
必
要
な
最
小
限
の
金
額
」
（
一
人
当
た
り
）

を
超
え
な
い
様
に
設
定
さ
れ
る
事
。 

―
―
相
続
は
、
人
の
死
に
因
っ
て
残
っ
た
金
銭
を
其
の

親
族
が
「
譲
渡
（
譲
り
受
け
）
」
と
云
う
形
で
貰
う
、

と
云
う
行
い
で
あ
る
。
其
の
相
続
に
拠
っ
て
得
ら
れ
る

金
額
の
限
度
を
一
人
に
つ
い
て
「
単
身
生
活
に
必
要
な

年
額
」
迄
と
す
る
の
は
、
以
下
二
つ
の
理
由
の
「
妥
協

点
」
と
し
て
の
設
定
で
あ
る
。
第
一
に
、
金
銭
を
肉
親

か
ら
「
貰
う
」
と
云
う
行
い
が
、
其
の
貰
い
手
が
特
に

成
年
者
（
大
人
）
の
場
合
、
「
賭
博

 

ギ
ャ
ン
ブ
ル

」
や
「
金
銭

マ

ネ

イ

遊
戯

ゲ

ー

ム

」

の
場
合
と
同
様
、
「
其
の
人
を
堕
落
さ
せ
る
（
＝
自
ら

働
い
て
金
銭
を
得
よ
う
と
す
る
意
欲
を
失
わ
せ
る
）
」

可
能
性
を
否
定
出
来
な
い
事
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
例

え
ば
其
の
死
者
が
生
前
、
自
営
且
つ
親
族
ぐ
る
み
で
働

い
て
い
た
様
な
場
合
、
残
さ
れ
た
親
族
の
各
々
に
立
ち

直
り
そ
し
て
再
就
職
の
為
の
「
猶
予
期
間
」
を
一
年
間

は
与
え
て
然
る
べ
き
、
と
思
う
が
為
で
あ
る
。 

 

▽
以
上
三
税
共
に
、
収
支
差
額
か
ら
「
教
育
」「
医
療
」

及
び
「
〔
自
立
を
促
す
為
の
〕
障
害
者
福
祉
」
の
各

事
業
（
各
関
係
法
に
基
づ
き
認
可
さ
れ
た
も
の
に
限

る
）
に
対
し
て
行
わ
れ
る
寄
付
の
額
に
対
し
て
は
税

額
控
除
を
適
用
。 

―
―
教
育
と
医
療
、
そ
し
て
「
自
立
（
自
身
に
適
し
た

分
野
・
業
種
に
就
職
し
、
可
能
な
限
り
単
身
生
活
に
至

る
迄
）
を
促
す
為
の
」
障
害
（
主
に
、
身
体
障
害
・
精

神
遅
滞
（
＝
知
的
障
害
）
及
び
発
達
障
害
）
者
に
対
す

る
福
祉
。
是
等
は
本
来
、
国
家
の
責
任
で
行
わ
れ
る
べ

き
も
の
。
其
に
掛
か
る
金
銭
を
民
間
が
一
部
で
も
「
寄

付
」
と
云
う
形
で
賄
う
、
と
云
う
事
は
、
掛
か
る
公
金

が
其
の
分
だ
け
少
な
く
成
る
訳
だ
か
ら
、
其
の
好
意
に

応
じ
て
減
税
が
成
さ
れ
る
べ
き
も
の
、
と
本
党
は
考
え

る
。 

 
何
よ
り
も
先
ず
、 

国
家
機
構
内
部
の
金
銭
の
使
わ
れ
方
を
零ぜ

ろ

か
ら
見

直
し
、
掛
か
っ
て
い
る
無
駄
を
無
く
す
事
!!! 



増
税
は
飽
く
迄
、
最
終
手
段
。 

 
付
記
と
し
て
―
―
公
営
年
金
の
在
り
方 

 

⑴
支
給
額 
〔
現
役
時
代
の
〕
職
種
・
地
位
及
び
収
入

額
に
関
係
無
く
、
「
各
々
が
単
身
生
活
を
営
む
為
に

必
要
な
最
小
限
の
費
用
額
」
を
月
単
位
で
支
給
。「
各

々
…
費
用
額
」
が
地
域
に
拠
っ
て
異
な
る
場
合
は
、

先
ず
其
の
平
均
額
を
設
定
の
上
で
、
差
額
を
地
域
間

で
調
整
し
実
額
を
支
給
（
「
所
得
比
例
」
―
正
に
「
心

身
共
に
健
康
…
な
程
度
の
生
活
」
の
領
域
を
超
え
る

営
み
を
公
共
機
関
が
保
障
す
る
事
―
は
無
し
。
縒
り

多
く
の
金
銭
が
欲
し
け
れ
ば
、
其
の
分
は
自
己
責
任

で
！
）
。 

⑵
支
給
開
始
年
齢 

各
々
が
就
職
し
た
年
月
日
か
ら

50
年
後
を
目
処
と
す
る
（
義
務
教
育
の
過
程
を
通

常
に
卒
業
し
て
直
ぐ
就
職
し
た
場
合
は
68
歳
）
。 

⑶
支
給
期
間 

支
給
開
始
か
ら
20
年
を
原
則
と
す
る
。

被
支
給
者
が
其
の
間
に
死
亡
し
た
場
合
、
其
の
残
余

額
は
「
20
年
を
超
え
て
尚
、
生
存
し
て
い
る
他
の

被
支
給
者
が
受
け
取
る
為
の
分
」
と
し
て
年
金
運
営

事
業
法
人
（
法
律
に
沿
っ
て
自
発
的
に
設
立
さ
れ
る

民
間
の
非
営
利
法
人
で
あ
る
事
が
望
ま
し
い
）
が
一

時
的
に
預
る
も
の
と
す
る
。 

⑷
財
源
・
保
険
料 

被
支
給
者
本
人
が
現
役
時
代
に
納

め
る
保
険
料
を
基
礎
と
す
る
。
保
険
料
は
原
則
と
し

て
「
20
年
間
、
単
身
生
活
を
営
む
為
に
必
要
な
最

小
限
の
費
用
の
50
分
の
１
」
を
月
単
位
で
納
め
る

（
単
身
生
活
に
必
要
な
最
小
限
の
費
用
〔
の
全
国
平

均
〕
が
一
月
当
た
り
で
８
万
円
の
場
合
、
保
険
料
は

３
万
２
０
０
０
円
）
も
の
と
す
る
が
、
現
役
時
代
の

収
入
が
「
単
身
…
費
用
の
額
＋
原
則
保
険
料
の
額
」

よ
り
前
後
す
る
場
合
は
其
に
比
例
す
る
形
で
保
険

料
も
調
整
す
る
（
所
謂
「
富
裕
層

お

か

ね
も

ち

」
は
結
果
と
し
て

「
部
分
掛
け
捨
て
」
と
成
る
）
。 

 

公
営
の
年
金
は
、「
一
定
期
間
（
概
ね
40
乃
至
50
年

間
？
）
働
き
続
け
且
つ
其
を
全
う
し
て
余
生
を
送
っ
て

い
る
同
世
代
間
に
拠
る
、
金
銭
を
通
し
て
の
助
け
合
い
」

の
一
環
と
し
て
考
え
た
い
。
無
論
、
保
険
料
を
年
に
一

銭
で
も
納
め
な
い
者
に
対
し
て
年
金
を
支
給
す
る
事



や
、
保
険
料
と
し
て
預
っ
た
金
銭
を
年
金
支
給
や
其
に

必
要
な
経
理
事
務
以
外
に
使
う
事
―
僻へ

き

地
の
「
保
養
施

設
」
に
象
徴
さ
れ
る
が
如
き
―
は
、
何
れ
も
言ご

ん

語
道
断

で
あ
る
。 

 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

お 

断 

り 

此
の
文
書
は
未
完
の
状
態
で
あ
り
今
後
、
順
次
且

つ
随
時
、
修
正
・
加
筆
の
上
で
補
充
す
る
予
定
で

す
。 
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